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lご あいさつ

脱 17

公益社団法人
広島被害者支援セン
ター顧間
広島県警察本部長

石 田 勝 彦
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広島県環境県民
県民生活部長
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広島被害者支援センター並びにその運営を支えておられる会員及び支援

活動員の皆様におかれましては、平素から犯罪被害者等への支援活動に多

大な御尽力を賜り、心から御礼申し上げます。

広島被害者支援センターでは 電話や面接による相談への対応、裁判所

への付き添いなど、突然の犯罪被害に遭い困惑している方々の要望にきめ

細かく応える支援を行つておられるほか、社会全体の犯罪被害者等支援に

対する意識高揚のための広報啓発活動にも積極的に取り組み、国の「第 3

次犯罪被害者等基本計画」に盛り込まれた施策を推進していただいている

ところです。

県警としましても、広島被害者支援センターをはじめとした関係機関

団体の皆様と連携を密にし、引き続き犯罪被害者等施策を推進して参りま

すので、よろしくお願いします。

結びに、広島被害者支援センターの益々の御発展と会員及び関係者の皆

様方の御健勝、御多幸を心から祈念申し上げます。

Iご あいさつ

広島被害者支援センター並びにその運営を支えておられる会員及び支援

活動員の皆様方におかれましては、犯罪被害者等の方々に対する支援をはじ

め、県の被害者支援施策に御協力いただき、心より敬意と感謝の意を表します。

近年、県内の刑法認知件数は、減少傾向にあるものの、子供や女性、高

齢者などが被害者となる様々な犯罪が後を絶たず、求められる支援内容も

多様化しつつあります。

こうした中、被害者に寄り添い、それぞれの実情に応じたきめ細やかな

支援活動を行われている貴センターの存在や期待される役割は益々大きく

なっております。

犯罪被害に遭われた方が、再び平穏な生活を営むことができるようになる

ためには、関係する機関団体等の連携と切れ目のない支援が不可欠であります。

県といたしましても、貴センターをはじめ関係機関 団体等との連携強

化 相談窓口など支援体制の充実に引き続き取り組んで参りますので、今

後とも御支援、御協力を賜りますようお願い申し上げます。

終わりに、広島被害者支援センターの益々の御発展と会員及び関係者の

皆様方の御健勝、御多幸を祈念いたしまして、御挨拶といたします。

0
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平成30年度総会の開催～29年度事業,決算報告

平成30年度総会を5月 29日 (火 )午後5時から 広

島市中区の「ひろしま国際ホテルJで開催し 平成
29年度事業報告及び収支決算について審議しました。

いずれも原案通り承認されました。

広報活動では 11月 24日に被害者週間の活動の一

環として、広島駅南口広場において、街頭キャンペー

ンを行いました。今年は、比治山女子高校 ソフトテ

ニス部の学生さん20名が参加して下さり、一緒に早

朝の通勤時間帯にリーフレットやチラシの啓発グッズ

2500部を配布して、犯罪被害者支援に対する理解と

協力を呼びかけたことを報告しました。

また、被害者支援センターの認知度の向上を図るた

め、12月 16日」MSア ステールプラザで「被害者支

援チヤリティーコンサート&カープ選手によるトーク

ショー」を開催しました。コンサートには、広島市消

防音楽隊と修道学園中学高等学校スクールバンド班に

参加していただき、心に響くすばらしい演奏で、参加

した約500名 の聴衆に大きな感動を与え、充実した

イベントになったことを報告しました。

平成29年度も公益社団法人 早期援助団体としての

目的を達成するため様々な活動を積極的に推進したこと。

昨年度から相談時間の延長をしたことにより、電話

相談件数が414件と前年比24件の増加で6年ぶりに

400件を超えたこと。

相談内容は、DV相談が4フ件、交通被害 事故が

37件、暴行傷害が34件と上位をしめたこと。

また、前年度 トップだつた性的被害は、県主導の 日土

被害ワンス トップセンターJの開設により21件と5
位に減少したことを報告しました。

また、裁判所 検察庁等への付添支援が449件で

前年の574件 に比較し125件と大幅なマイナスとな

りました。

これは、長期にわたる裁判の減少や付添 代理傍聴

等が減少したためてした。

しかし、裁判参加を希望する被害者 遺族等は依然

として多数あり、当センターの支援活動の社会的責任

は、益々重要なものと成りつつあります。

《29年度収支決算書(主要科目)》

(単位 :千円)[支出

平成29年度は、公益法人新会計基準に基づいて「公

益目的事業比率」及び「事業区分経理」に添つて推進

しました。収入金額の主なものは 会費 寄付金 事

業委託費等で、収入合計は35,024,361円 で、支出

は、事業費、管理費 繰越金の総額35,024,361円
となつたことを報告し、承認を頂きました。

広島市 呉市 廿日市市、大竹市、

東広島市 安芸高田市 江田島市

府中市 三原市 竹原市 三次市

福山市、庄原市、尾道市 府中田]、

海田町 熊野町、県町村会

,収入

0

島壌111支援センター平成il年寝綸会

Ell定科目 決算額 Ell定科目 決算額

会費収入

(個人 法人 団体 )

寄付金収入

(寄付金)

負IB金

事業収入

業務委託費
(H28年度ワンストップ業務含む)

預保納付金
その他

10 ]15

8 200

5

事業費(88%)(電話相談、面接
管理費0200) 法律専P3相 談

臨床心理士相談

支援活動員研修
広報 啓発活動
事務局人件費等

事務所賃貸I14等)

次期繰越金

計 35 025 計 35 025
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平成29年度の相談件数

①平成29年度電語旧談内容

昨年度より24件増の414件の相談件数がありました。

ここ数年増加傾向にあります。暴行傷害 DV被害 交通

事故等の相談が多くありました。

②平成29年度月別支ll14数

9月から11月に支援件数が多くありました。この時期に、

裁判が集中したためてした。

③支援活動の推移

28年度に比べて減少しています。29年度は長期にわたる裁判が少なかつたためと思われます。

平成29年度電話相談内容

え,人
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平成29年度月別支援件数
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理 事 長 山本 一隆  理

副理事長 兒玉 憲―  理

副理事長 長丼 貴義  理

専務理事 岡野 政義  理

5月 29日 に開催された総会において

事 新  恵里

事 上田みどり

事 内野 悌司

事 後藤 信行

森高章修 新理事

事 田中  泉  理  事

事 平  伸二  理  事

事 平本 直樹  監  事

事 森高 章修  監  事

新理事の任命が承認されました。

理

理

理

理

平本直樹

温泉川梅代

吉村 幸子

河野  隆

河内 紀和

●
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表彰状・感謝状の贈呈

5月 29日に開催した、平成30年度総会で、当セン

ターの活動に理解を示され 支援 協力を頂いた企

業、永年にわたり功労のあつた方へ 表彰状並びに感

謝状を贈呈しました。

RCCラ ジオCM
RCCラジオの協力を得て、「イベント キャンペー

ン告知企画Jに参カロし、カーフの試合中継時に 当セ

ンターのCMを流してもらいました。

当センターの存在を多くの方に知つてもらい、犯罪

被害に遭つて困つている方の耳に届きますようにと

願って、20秒間のCMを流しました。

第11期支援活動員養成講座を開講

新たな活動員を養成するため、6月 7日 (本 )当 セン

ター研修室に警察安全相談課長兼被害者支援室長上田

千佐子様を来賓としてお迎えし「支援活動員養成講座

第 11期生J10名の開講式を行いました。開講式に

あたり上田課長様から県下の犯罪情勢及び被害者支援

の必要1生等について言舌を頂き入門編が始まりました。

入Pヨ編は6月 から8月 まで犯罪被害者支援について基

本的な事を学びます。9月 から12月 までア ドバンス

編としてより深い知識の習得と相談に携わるための実

践的な研修を行しヽます。
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広島県警察本部長 広島被害者支援センター理事長の

連名表彰状

広島電鉄株式会社

広島被害者支援センター事務局員 池田 ゆみ

委嘱状授与式

3月 22日 (本 )県警から、警察安全相談課課長兼被

害者支援室長 上田千佐子様を来貿としてお迎えし

平成30年度支援活動員委嘱状授与式を行い、44名
の活動員に山本理事長から委嘱状を授与しました。

その際 山本理事長から活動員に対し、「自ら研鑽

し、被害者等に寄り添い、きめ綱かい支援をする様、

努力してもらいたいJと話がありました。
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法律的な手続きをしなけrtばならないことがあります。

200準に犯罪被害者等基本法ができてから、被害

者の方々に対する支援の仕組みが整つてきていますが、

被害にあわれた大変な状況の中で、適切な支援を探し

たり利用したりすることは簡単ではありませんし、身近

な人にもなかなか相談できないこともあります。

また、被害後に、関係機関とのやり取りや身の周りの

人からの言葉かけなどによつて、さらに傷つけられると

いう「二次被害」を受けることも少なくなく、周囲の理

解がとても大切だと感じます。

これからも、被害者の方々への支援はもちろん、「被

害にあう」ということをいろいろなところで広く知つて

いただけるような,舌動をする中で、少しでも被害者の

方々のお手伝いができればと思つています。

活動員の声

オロ談員 K S
私は、2006年からこの被害者支援センターでボラ

ンティアの活動員をしています。活動員は、被害者の

方々の状況やお気持ちを電話でお聞きするところから

始まり、必要に応じて弁護士や臨床心理士などの専門

職につないだり、裁判での付き添いなどのお手伝いをし

たりといつた様々な活動をしています。

被害にあわれた方々は、突然に大切なものを奪われ、

それまでの日常を失つてしまいます。そして、体にも心

にもかなりの負担がある中で、学校や仕事、家庭生活

を続けていきながら、警察などの関係機関との関わりや

全国共通ナビダイヤルの運用開始

全国被害者支援ネットワークに加盟する全国48の支援センターは、「犯罪被害者が、全国どこにいても、いつて

も (24時間365日 )求める支援が受けられ、犯罪被害者の声に応えられる活動」を目指しています。その活動の

一つとして、今年4月 1日から、各支援センターが開設していない平日や、夜間、休日の電話相談をサポートする

「全国共通ナビダイヤル」の運用が開始されました。

犯罪被害者等電話相談

全国共通ナビダイヤル (通話料がかかります)

な や み は こ こ よ

0570‐783‐554m密厳守)

受付時間  7:30～ 22:00(12/29～ 1/3までを除く)

ナビダイヤルで受けた相談は必要に応じて、各センターヘ弓|き継がれます。

0
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「犯罪被害者支援自販機Jの設置にご協力ください。

現在、県内の建設現場 事業所 企業等で23台を設置し、こ協力頂いております。

設置について詳しくは事務局 (80822456667)へ おF.5い 合わせ下さい。

今年度新たに設置協力をいただいた方

介護付有料老人ホーム
コリーナ小方様

便屁朧臓いにＬｒトーＬ
静

(株)セカン ドオピニオン様

ひとリーAの思いやりで支えていきましょう。
犯罪被書支援自販機の売上金の一部を、広島被害者支援センターを通して

県内の事件・事故の機害者支援に役立てています。

C自●販売●殷口契的

■ ´ ●自D限発薇奎理 層営

|●薔付金 ●務手数料の驚a

F目
設置先様

lI自動販売機設置契約

ξヽ磁諸註血3

,UCE

広島被害者支援
センター

B寄付金振込

C轟
難婁約 彗扇岸罵デ

=ガ

L

●

自動販売機

設置まで

販売会社

日寄付金・事務手数料編込



■rr r r r r r r r r r rJrr r r rJEE二 佛 J―

社会課題プロジェクト募金活動に参力0 ホンデリング(本でご支援のお願い)

不要になつた本が、

犯罪被害に遭われた

方々への支援活動に活

用されます。

読み終わつた不要な

本、CD、 DVDを「贈

与承諾書」と共に梱包

し、買い取り業者「株

ホンデリング
～本て0ら

'4支
援の

“

～

平成30年 1月 から3月 末までに行われた広島県共

同募金会主催の、平成29年度社会課題解決プロジェ

クト共同募金活動に参加しました。

参加6回目の今回は、300万円の目標を設定して募
金活動を実施しました。その結果3ヶ月の募集期間内
に、県内告企業 団体 個人の方から250件4538670
円と目標を大きく上回るこ支援を頂きました。

この募金活動は、寄せられた募金額に応じ、助成金

がマッチングギフトとして加算される仕組みになつて

おり、当センターは70万円が加算されました。

その交付式が、6月 26日 に広島県社会福社会館で

行われ、広島県共同募金会 池谷公二郎会長からマッ

チングギフトを併せた5238,670円が当センターに

コ寸されました。

この寄付金は、犯罪の被害者 こ遺族の支援活動に

大切に使わせて頂きます。皆様のこ協力に心から感謝

申し上げます。

被害者支援講演会,演奏会,トークシ∃―lll催のお知らせ

期日 12月 1日 (土)13:00～ 1フ :00
場所 中国新聞ホールフ階(広島市中区土橋)

プログラム(予定)

①犯罪被害者こ遺族 磯谷富美子さんの講演
②エリザベト音楽大学大学院生によるフルート演奏
③広島東洋カープ選手によるトークショー

☆申し込み方法等詳しい内容は、後日ホームページや
チラシでお知らせします。

式会初 リヽューブック刻  |
80268-75-9380 1
にお電話をいただく

と、指定する時間に宅

古
」配業者が引き取りにう       1-~     |

|

かがいます。買い取リ ー

業者の査定金額が広島被害者支援センターに寄付され

ます。

広島校害者支援センターは 会長の皆様のこ理解とこ協力
に支えられて運営している団体です。犯罪や交通事故などの

被害にあわれた方や家族の方への支援活動を財政面からサ

ポートしてくださる会員を募集しています。

酪鷲銀 i諾蔀覇響35暑ξ翠馨
贅勁会員 (年会費)は

個人会員     l口   2000円
法人 団体全員  1口   10000円

口数に制限まありません.

その他 割寸も随時受け付けています

銀行をこ利用の方
広島銀行県庁支店 口座番号(普通)3晰871

加入者名 社団去人 広島被害者支援センター

理事長 山本 一隆
重,便局をこ:」用の方

口座番号 0]O10-6-ワ 119

加入者名 社団法人広島被害者支援センター

責助会員の

種類と会費

i《働〉振込み先

′  本誌は 共同募金会の助成を受けて発行しています。

平成30年7月豪雨では、広島県内においても広範囲で多くの尊い人命が失われ、家屋の

倒壊や流失 そして土砂に埋もれるなど甚大な被害をもたらしました。数年ことにこうした

大きな災害が発生し被害に遭われた方は、一日にして生活環境が激変し精神的 経済的に

も深亥」な状況に陥り、元の生活に近い状況に回復するには長い時間と精神的苦痛が伴います。

被害に遭われた皆様方に心からお見舞いを申しあげます。私ども支援センターが支援

をしている犯罪被害に遭われた方も同じような状況の中で頑張つておられます。当センターとしても何が支援できる

か考え少しでも被害に遭われた方々に寄り添った活動ができる様に活動して参りたいと思います。

O


